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【要約のためのまえおき】 
 本論は、中央ユーラシアの歴史構造の総体について考察するために、ウイグル人の歴史とその社会
に着目する。すなわち、モンゴル高原から中央アジアにかけての地域、いまのモンゴル国から中国西
北部（とくに新疆ウイグル自治区）における歴史のなかで、トルコ（テュルク）系のウイグル人が果た
した役割について、中央ユーラシアという広い視野を保ちつつ、社会・文化の実態を実証しながら、
その歴史的、そして現代的な意味を論じるものである。その際の最も重要なキーワードは「定住化」
であると考える。 
 かれらウイグル人は、中央ユーラシアにおいて際立った二つの自然と人為の環境、すなわち相対的
に北方に広がる草原・山岳の遊牧地帯と、南方に点在もしくは展開する農耕・都市社会との双方に、8
世紀から14世紀を中心に、遊牧可汗国と、そして定住生活を核とする天山ウイグル王国という二つの
歴史の画期を築いた。かれらは、二つの世界を接合したのである。あらためて言えば、これがウイグ
ル人の果たした第一の歴史的な役割と考えてよいのではないか。 
 農耕都市環境に定住して、中央アジア独特の混交文化を担ったウイグル人は、仏教文化を維持しな
がら商業ネットワーク上でも活動した。その後、10世紀から15世紀の間にイスラームが東進し、さら
にイスラーム化の度合いが深まるにつれ、オアシスごとのムスリム集団としての色彩を濃くしたかれ
らは、農業・商業に従事するテュルク系ムスリム住民という、現在につらなる中央アジア・新疆の「民
族」社会の基盤を形成した。これはウイグル人の第二の歴史的な役割ととらえられるのではないか。 
本論は、以上二つの包括的な問題意識にもとづき、筆者が公表してきた論文・書籍をもとにしなが
ら、適宜修正を加えつつ形態を整え、本文としては下記のように全3部、計25章をもって構成し、こ
れに序と結を加え、可能なかぎりの論証をもって筆者なりの当面の結論に到達したいと考える。 
構成は以下のとおりである。 
 序 
  第 I部：草原とオアシスを結ぶ人と文化（全5章） 
第1章 草原とオアシスの世界 
第2章 オアシス世界の展開 
第3章 内陸アジアの遊牧民――ウイグル族における時間と空間―― 
第4章 敦煌史における住民の種族構成 
第5章 シルクロード――異文化圏を結ぶ通商ネットワーク―― 
第 I部 小括 
 
  第 II部：古文献からみるウイグル定住社会（全10章） 
第1章 大谷探検隊将来ウイグル銘文木片 
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      補論：クムトラ千仏洞と金沙寺 
第2章 天山ウイグル王の肖像をめぐって 
第3章 違約罰納官文言のあるウイグル文書――とくにその作成地域と年代の決定につい 
て―― 
第4章 13世紀ウイグリスタンの公権力 
第5章 トゥルファン県展覧館展示ウイグル文公文書 
第6章 イナンチ一族とトゥルファン-ウイグル人の社会 
第7章 ウイグル文家産分割文書の一例――中国歴史博物館所蔵K 7716―― 
第 8章 ペテルブルグ所蔵ウイグル文書SI 4bKr.71の一解釈――人身売買および銀借用に
かかわる文書―― 
第9章 ウイグル文書「SI Kr.Ⅳ/638」――婚礼・葬儀費用の記録―― 
第10章 Chong-hassār出土ウイグル俗文書の検討 
  第 II部 小括 
 
  第 III部：現代の遊牧・農耕・都市――歴史を振り返るために――（全10章） 
第1章 天山山中に遊牧民をたずねて 
第2章 ユルドゥズ草原とタリムのオアシス 
第3章 遊牧民と定居社会――新疆の事例を中心に―― 
第4章 新疆ウイグル自治区における遊牧民「定住化」のプロセス――アルタイ市アラハ
ク郷のインタビューから―― 
第5章 ニヤにおけるオアシス農民の生活――ニヤ郷チムリクオスタン村における聞き取
り調査をもとに―― 
第 6 章 オアシス都市とバザールの機能に関する序論――最近のホタン(Khotan)を中心と
して―― 
補論：オアシスのバザール――中国・西部大開発前夜のニヤとホタン―― 
第7章 現代カシュガルのウイグル人鍛冶職人生活――歴史的考察への予備作業―― 
第8章 現代ウイグル文化の歩む道――中華の波の中にある言語―― 
第9章 中国イスラームの現在と過去 
第10章 中国西北地区・新疆の旅から――イスラームを中心に―― 
  第 III部 小括 
 
  結 
 
【博士論文の要約】 
序 
ここではウイグル史を東洋学ないし東洋史学で取り上げる意義について述べる。明治期以降の日本
の歴史学は、はじめから中国周縁部に注目していた。それはヨーロッパの東洋学の影響をうけつつ、
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日本の帝国主義・植民地主義の歩みに則したものでもあった。その中で、ユーラシアを覆ったモンゴ
ル帝国史の研究が、史料上多くの未解決課題を自ら提起しつつ次第に形を見せ始めるが、その帝国の
形成に大きく寄与して生き残りを果たした有力集団として、ウイグルを取り上げることができる。そ
うであれば、ウイグル研究は、世界の中でもとりわけ日本の東洋史学が必然的に到達したテーマとと
らえ得るというのが筆者の見解であり、そのことを歴史社会の事実から立証するために本文は準備さ
れる。 
 
第Ｉ部 草原とオアシスを結ぶ人と文化 
 第 I部では、本論の地理的な舞台である中央ユーラシア地域における住民の歴史に関して、3つの側
面から論じる。第一は、遊牧草原地域とオアシス農耕都市世界が関連しながら歴史が形成されてきた
という観点で歴史を整理できること（第１、第2章）。第二は、この両世界をまたいで人と物が移動し、
また影響しあい、記憶を残しながら新しい時代が紡ぎ出されること（第3、第4章）。第三に、中華世
界に対峙してきた遊牧とオアシスの世界が、さらに広い東西へのパースペクティブを獲得しながら、
シルクロードとも通称される歴史的な交易機能を有していたこと（第5章）。これらの考察により、こ
の地域の歴史の概観を得ることを第 I部の目的とする。各章によって抽出され実証される遊牧、農耕、
都市中心の交易、などの史実は、ウイグル定住社会形成史叙述に不可欠のものとして、本論全体に通
じる基礎的な要素となる。 
 I－第1章 草原とオアシスの世界 
本章においては、中央ユーラシアの歴史上、遊牧の世界に生きた人々が、オアシス農耕・都市世界
とりわけ史料の多く残されている中国に対して有していた視野について、予備的に考察し、課題を示
しつつ本論全体への問題提起とする。歴史世界において、遊牧社会を席巻する権威・権力の象徴であ
った「カガン」称号の系譜を明らかにし、一方のオアシス社会に古代から形成された文字文化リテラ
シーの実際を整理することにより、両世界の特色を浮き彫りにする。 
 I－第2章 オアシス世界の展開 
 本章では、遊牧世界のいわば対極にあって、遊牧の民がときに襲い、ときに依拠したオアシス農耕・
都市の世界がいかなる態様で歴史的時間と空間に存在していたのかを概観する。中央ユーラシアは、
東は中華世界、西はイランから西アジアの世界、そして地中海世界へと通じ、南はインド世界、そし
て北は遊牧草原世界に連結し、相互の文化は連続し包含しあう。それら周辺の地域で誕生し、育まれ
た文字文化、宗教文化、統治行政の文化は、人とともにオアシス世界に流れ込み、使いこまれ、独自の
変容を遂げ、また周辺世界へと伝播したことを論述していく。 
I－第3章 内陸アジアの遊牧民――ウイグル族における時間と空間―― 
中央ユーラシアは、自然環境の面から大きく二つの分野にわけて、その歴史の展開をみることので
きる地域であることはすでに述べてきたとおりである。再確認しておくと、一つは、ユーラシア大陸
の北部から中央部にかけて東西に長くのびる森林と草原、おもに後者を生活の場とする、騎馬遊牧民
の世界。いま一つは、オアシス農耕社会であり、すでに第1章、第2章でその歴史を概観し、特色を
つかんできた。本章では、主として遊牧民の歴史的な動向を探り、農耕社会に定住していったウイグ
ル人の記憶の中に遊牧時代の栄光が生き続け、遊牧の風も保ったこと、部衆は婚姻関係をつうじて人
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的紐帯を幾世紀にもわたって維持していたことを史料にもとづいて実証し、個別人物像にいたるまで
の仔細な歴史感覚と生活実態の描写をおこなって、遊牧民の「生きた」歴史の叙述方法を提起する。 
I－第4章 敦煌史における住民の種族構成 
 中央アジア、北アジア、そして中華世界の文化と種族がちょうど交わる地点に敦煌がある。この地
点に住み着いた人々、往来した人々の姿を追っていくと、遊牧・農耕・通商とが混交する歴史の典型
の一つが見えてくる。そして、モンゴル帝国という時代に注目すれば、そこには西方から伝播してき
たイスラームのかすかな影が伺われ、まさに多様な文化のもとで歴史が編まれているという中央ユー
ラシアの特色について、具体的に明らかにできることを論証する。 
I－第5章 シルクロード――異文化圏を結ぶ通商ネットワーク―― 
本章では、遊牧世界と農耕世界をまたいで、対立の構造が基調をなしていたか否かを検証する観点
として、通商・交易ネットワークの実態に注目する。なかでもウイグル史が果たした役割の重要な側
面を実証的に見ていく。それは中華世界からみれば「朝貢貿易」の範疇に入るが、中央ユーラシアの
視点にたてば、非中華の人々・集団・諸権力はその貿易体制を利用しながら、自らの戦略・生存論理
を貫いていたことが明らかになる。こうして、前章でみたように、モンゴル帝国期に入っていく前の
時代から、敦煌を舞台に現れていた諸民族の交易活動の実態を、さらに広い領域にわたってとらえ、
その歴史的視野を獲得する。 
第 I部 小括 
第5章の「おわりに」に記したように、第 I部では、中華世界を相対化する主体としての遊牧世
界・オアシス農耕都市世界が存在し、また両世界を連結する歴史的な役割を通商活動の面でもウイグ
ルが担っていたことを若干の新史料・新見解を加えつつ論証し、解釈した。なお「カガン称号」の系
譜は、両世界の接合を実証するうえで重要な要素であるが、第 II部第１章、第2章で述べたほか、包
括的に一覧可能な形としては、編集協力委員として、「ウイグル」（付録――主要王朝統治者表）、『角
川世界史辞典』角川書店、2001年、pp. 1155-1156に、無署名であるが掲載したことを付言しておきた
い。 
 
第 II部 古文献からみるウイグル定住社会 
 9世紀から14世紀の期間に形成が進んだウイグル定住社会の歴史を描述するために、ウイグル人自
身が書き残した世俗文書をはじめとする出土資料類を史料として取り扱う。それらは、その古文書学
的処理さえ誤らなければ、少なくともミクロ社会の描写におおいに貢献する。さらに、東西文明圏で
書き残された諸史料の援用、それらとの慎重な比較対照により、ダイナミックな社会像を描き出せる
ことを論証していく。ここでは、世界各地に保存されているウイグル古文書の取り扱い、資料の再発
見、整理といった基礎的な論考や、史料批判（テキスト・クリティーク）に関する考究、それを踏まえ
たうえでの歴史叙述、さらに定住社会の実状叙述の試みといった論説を重ねる。なかには本論ではじ
めて体系化された歴史事実、ウイグル歴史社会の実態も含まれる。 
論述のおおよその区分けは次のようになる。 
・ウイグル古文献（出土資料）の歴史学的利用方法（1、2、3章） 
・定住社会の時間（11～14世紀）系列と空間（天山東部）構造（2、3章） 
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・定住社会の構造分析１：モンゴル帝国内部からの視覚とその自己認識（4、5、6章） 
・定住社会の構造分析２：東部天山の定住ウイグル人社会の実態事例（7、8、9、10章） 
II－第1章 大谷探検隊将来ウイグル銘文木片 
 本章は、ウイグル文字・ウイグル語の古文献のうち、東京国立博物館に蔵されている比較的年代の
古いと思われる一本の木片に記された銘文について、世界に向けて初めて内容紹介と分析をおこない、
この木片の出土地をクチャ地方のクムトラ千仏洞であろうという特定をおこない、その地からの出土
物・銘文に関して補論を付加している。 
II－第2章 天山ウイグル王の肖像をめぐって 
本章は、かつて筆者が英文で発表した論文の日本語版であるが、元論文で紹介し足りなかった史・
資料、文献を大幅に詳しくし、また行論の増補をおこなった。ただし、論旨・結論に元版と違いがある
わけではない。 
ここで扱う天山ウイグル王の肖像画は早く（1970年代）に発見されていたが、実際の図像が発掘調
査報告書（1990～1991年）に掲載されて明らかになり、その傍らに書かれたウイグル文字による銘文
が誰にでも読めるようになった。しかし、学界において新たな注目を引くことはなかった。筆者はこ
の発掘の経緯や現場訪問の結果、この資料・史料が、天山ウイグル王国の内情を語る重要な証拠であ
るとの確信のもと、わずかに存在する先行論文を参考にしながら、その考察をおこなうことによって、
草原時代を引き継いだ天山ウイグル王国の王統に、この肖像画の王を加える仮設を提示する。 
II－第 3 章 違約罰納官文言のあるウイグル文書――とくにその作成地域と年代の決定について
―― 
出土古文献を歴史研究に使用する際に、必ずおこなわなければならないことは、当該の古文献の時
代と出土地をできるだけ確定する作業である。本章では、定住ウイグル人が天山ウイグル王国の中で
築いていた法律・経済社会の実態を描き出す資料として、すでに一度は研究対象とされてきた 9点の
ウイグル俗文書について、その作成地域と年代を確定するとともに、読解と解釈をおこなって、その
史料としての価値を確定する。これらの俗文書は、モンゴル帝国時代（13世紀）に入って、モンゴル
皇帝権力との公的な関係のなかで、ウイグル王権とそれにつらなる農村支配層が、主としてトゥルフ
ァン盆地において一般定住ウイグル人を支配していた構造を考察するための希少な資料であり、土着
ウイグル王権の存在形態を検討するのに不可欠の事実を提供していることを明らかにした。 
II－第4章 13世紀ウイグリスタンの公権力 
 本章では、トゥルファン盆地を中心とする天山ウイグル王国における支配構造について、ウイグル
人王統と、チンギスハーン時代から強い影響を与え始めたモンゴル権力とを分析する。利用史料とし
ては、第３章で検討を加えたウイグル出土古文献に加え、漢文年代記、漢文文集、元典章や通制条格
などの第一次資料かそれに近いものを取扱う。ウイグル古文献にみえる「祝福文言」と元典章などに
みえるモンゴル皇帝聖旨との比較分析、ウイグルの世俗文書（契約文書・公的文書）に含まれる「違約
罰」の価値（価格）分析から、13世紀のトゥルファン盆地を中心とするウイグル農村部全体における
権力ヒエラルヒーと人身支配の構造とを、歴史的文脈の中で仮説的に明示することができた。 
II－第5章 トゥルファン県展覧館展示ウイグル文公文書 
 前章までに分析しながら利用してきたウイグル古文書は、20世紀初頭の「中央アジア調査・探検時
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代」にヨーロッパ列強および日本の大谷探検隊によって獲得されたものが多い。皮肉なことに、主な
出土地である中国では、収集、保存、研究がたちおくれ、その整理にも不十分な状況が、1980年代に
なっても続いていた。そうした状況の中で、未整理ないし未公開の古文書の研究には世界が協同して
あたらなければならない。本章では、新疆ウイグル自治区のトゥルファン（吐魯番）県の出土文物の
現地保管所のような展覧館に保管され、展示されていた古文書の一群について検討し、それらがモン
ゴル帝国～元朝における駅伝・駅馬制（站赤制）の末端行政命令文書である強い可能性を指摘した。
中国の研究者も焼き付け写真のみでしか検討できなかったものであるが、実地に検分してみることに
よって、古文書はよりよく読めるようになるのである。 
II－第6章 イナンチ一族とトゥルファン-ウイグル人の社会 
 本章では、ウイグル俗文書のなかから、登場人物の共通するまとまりをいくつか利用し、その家系、
家族関係を整理することによって文書の資料的な価値を確定する一方で、ウイグル・モンゴルの公権
力のもとで、ウイグル人たちが築いていた人間関係、社会生活の実態を検討する。検討材料のひとつ
として、長大な一家族の記録（II－第9章の研究分析対象としたもの）を史料として応用し、また登場
人物の分析によって一群のものと指摘されてきた古文書を再検討した。その結果、ウイグル地主層す
くなくとも土地やある程度の資産をもつ農民たちは、相互扶助ともいうべき密接な「共同」社会を形
成し、成文化されてはいないものの社会生活上の「慣習」を築き上げていたことが明らかになった。 
II－第7章 ウイグル文家産分割文書の一例――中国歴史博物館所蔵K 7716―― 
 第 II部における本章以降の諸論は、ウイグル定住社会の諸相を多角的に明らかにするため、それぞ
れ特色のある文書の読解・紹介作業とその歴史的位置づけをおこなう。 
ウイグル人の中世期農村社会では、それなりの法制的な根拠をもって、土地や財産などが継承され、
継続的な家産経営がおこなわれていたことは、第 6章でも見たとおりであった。本章では、そうした
ウイグル農村の中で実行された家産分割文書の一例である。本論文の内容は、所蔵機関との関係から
『中国歴史博物館館刊』15-16（1991年）pp. 157-163に他の古文書とともに先に投稿し、写真も「図版
八」としてそこに掲載した。分析の結果、この文書は13-14世紀ころのトゥルファン盆地で作成使用さ
れた可能性が高く、厳密にいえば「家産分割の実行とその更新に関する文書」と考えられる。 
II－第 8章 ペテルブルグ所蔵ウイグル文書 SI 4bKr. 71の一解釈――人身売買および銀借用にか
かわる文書―― 
 本章は前章にひきつづき、一件のウイグル俗文書を取り扱い、ウイグル定住社会を考察するときの
文書実例を増やす目的をもつ。また、必要な文書利用手続きの一例でもあり、基本的でミクロな文書
分析方法の可能性を示し、またその限界について論じる試みでもある。この、厳密には年代確定は難
しい文書の構成内容から言えることは、すくなくとも中世期ウイグル社会において、借金の重圧のも
とに人身売買がおこなわれたことが一つ。次に、債務者の権利も留保されるようなウイグル売買契約
の書式の存在にもかかわらず、その権利の機能が不明であったことに鑑みると、この文書で債務者が
「法の網」から免れるような行為をおこなったように解釈できる一面は、今後の研究にとって無視で
きない視点を提供した。 
II－第9章 ウイグル文書「SI Kr. IV/638」――婚礼・葬儀費用の記録―― 
本章では、今まで知られているウイグル俗文書としては最長の、ペテルスブルグの東洋学研究所に
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保管されているものついて、主として二つの先行研究をもとにしながら、あらためて全文を検討しな
おし、語彙、語法、文字用法、固有名詞の特色について詳細で本格的な分析を加えた。その結果、この
文書はイナンチなる人物を中心とする一族の、十二支でいえば 3サイクルにまたがる時間の中でおこ
なわれた、主として婚姻と葬儀の出来事と、それにまつわる支出、収入、借財の発生とその返済に関
する詳細な記録であることが確認された。結局、これらの記録を整理したタマクなる人物は、一族の
借財現況をとりまとめたのであった。このように、本文書は、定住ウイグル人社会史の一コマを家族
という具体的な要素から我々に切り取って見せている希少な史料とみなせるのであり、他の資料と合
わせた歴史的研究については、II－第6章に示したとおりである。 
II－第10章 Chong-hassār出土ウイグル俗文書の検討 
 本章では、大英図書館所蔵のウイグル俗文書のうち、A. スタインがトゥルファン盆地中央部の低地
にあるChong-hassār遺跡で発見した断片資料のなかから10点を選択し、その内容を検討する。この地
には、灌漑に関わる役人が存在し（資料 1）、高昌官布が流通して（資料 6）従来知られてきた書式に
のっとった契約文書が作成され（資料3、4、7、8）、また「城市アイグチ」が契約に関わっていた（資
料8）という状況からみれば、このオアシスは、高昌を中心とする天山ウイグル王国のモンゴル支配期
の領域内に入っていて、ウイグル住民もその管理下にあったと捉えることが可能となる。現在では乾
燥が進んでしまっている土地だが、700年以上前のオアシス農村事情を彷彿させる文書群である。 
第 II部 小括 
ウイグル古文献は歴史史料として利用可能であることを、あらためて実証できた。それらの語ると
ころから、天山ウイグル王国は、おおよそ次のような姿をもっていた。先行する時代の諸文化を受け
継ぎつつ仏教文化を基盤とする社会のなかで農村・都市が営まれ、農民層の内部では相互扶助や財産・
借財、家系意識の継承がおこなわれていた。全体の社会構造としては、王を頂点とする王族が一定の
統治組織をもち、地主農民、奴隷身分のものが存在するような階層社会であった。そうした社会のき
わだった特色として挙げておくべきことはウイグル人のリテラシーに関わることである。すなわち、
モンゴル帝国に組み込まれていたという現実を、王族自身が、またウイグル農村社会自体が認識して
いた一方で、独自の慣習や法制的慣行のもとに一定の契約社会を築きあげていた、ということである。
従来の研究蓄積に事例と新たな分析を加え、現実感の伴う定住社会の描写に到達しえた。それは、比
較的広い観点（年代記・原典史料）を導入しえた一定の成果である。 
 
第 III部 現代の遊牧・農耕・都市——歴史を振り返るために−−−− 
 中央ユーラシアの歴史的な課題を、遊牧世界と定住農耕都市世界とに分けて考察する必要がある、
という観点から、その双方の歴史世界を自ら築いたウイグルを、第 I部、第 II部で検討してきた。第
III部では、それらの歴史を、現代に反映させることが可能だろうか、また、現代から過去を探る手立
てはないものだろうか、という問いに取り組みたい。 
なぜなら、現地の一般踏査や、古文書（ウイグル古文献）・銘文調査などの現場で、資料の収集・保
存・研究の実態がいかに現代社会そのもの、つまり統治体制、民族共生問題、さらには生業の維持と
発展といった課題と直結しているのかを筆者は実感したからである。自然の流れとして、文献学のみ
では対応しきれない側面について現地の野外調査を始めることになった。換言すれば、ウイグル定住
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化の歴史という主テーマのもとで、とりわけ、遊牧社会と農耕・都市社会の現実に対して正確な認識
を得て、そこから歴史事象に向き合いたいという考えから、新疆ウイグル自治区を中心とする地域に
おいて、踏査をくりかえしおこなったのである。そうして得られた知見と観察記録から、現代の遊牧
民の姿とその定住化過程（第1～第4章）、オアシス農民と都市の実状（第5～第7章）、かれらが置か
れたイスラーム社会としての実態（第 8～10章）を報告し、歴史への洞察を深める一助とする。これ
らの記録と考察は、2010年代には不可能に近くなった地域のフィールドワークの報告としても、いさ
さか意味をもつであろう。 
III－第1章 天山山中に遊牧民をたずねて 
 本章は、第２章で仔細に実証的に検討する天山山中の遊牧地について、多少重複する内容を含むが、
その研究の必要性と、現地への実際のアクセスや遊牧草原の実状の概要をつかんでおこうとする目的
をもつ。 
III－第2章 ユルドゥズ草原とタリムのオアシス 
 本章は、前章で基礎知識を確認し、概要を述べた検討対象に関する詳論である。天山山中のユルド
ゥズ（バインブラク）草原の中で、20世紀後半になっても依然として粗放な遊牧生活を営んでいるモ
ンゴルおよびカザフの遊牧民の移動生活の実態をさぐる。1993年当時、中国の新疆ウイグル自治区に
おいて、このような調査が可能であったのは、ほとんど奇跡に近い出来事であったかもしれない。し
かし、前章に概観を述べたように、1970年代の現地における、現地民族知識人による遊牧集団整理と
その貴重な調査・記録の提供を受け、その綿密な分析をおこなうとともに、1990年代に筆者みずから
草原を踏査することによって得られた知見は、遊牧民の長い歴史のなかに投影できる現代の要素と、
現代的な変容との両面を把握するのに十分なものであった。 
すなわち、この山岳部の草原は7、8世紀にさかのぼる歴史記録をもち、また年代不明とはいえ遊牧
騎馬民が築いたとみられる各種形態の墳墓、立石、人物石像の点在が確認される一方で、今や山岳の
麓一帯において急速に発展し、人口増加をしつづける都市と農村の影響を直接間接に受けて草原の自
然のキャパシティを超過してしまう過放牧現象に見舞われつつある。 
そうした歴史状況の中で、遊牧民は比較的小さな集団に分かれて厳寒の冬を過ごし、春に集結して
家畜の出産を迎え、夏は広い草原に分散し、秋の移動によってふたたびそれぞれの冬営地にもどる、
という年間サイクルをもつ。それが一つの遊牧民大集団とすれば、合計で 30 弱の大集団（総人口約
11,000人）、家畜総数公称約53万頭が、利用可能な牧地17,500㎢の草原で生涯を送るのである。そう
した歴史上の遊牧世界を反映しているような草原も、現代文明によっていよいよ変化を迫られつつあ
るという事実に臨むことになった。 
III－第3章 遊牧民と定居社会――新疆の事例を中心に―― 
 本章は，第 2章で実証的に考察したユルドゥズ草原を別として、そのほかの、新疆ウイグル自治区
を踏査中に訪れることのできた遊牧地・半遊牧地と定住農村社会との接点をめぐり，その事例をでき
るだけ正確に描写しておく目的で執筆した。人類が経験してきた遊牧生活と農耕生活の交流・変容・
相互影響の縮図に近いものがこうした観察から読み取れると考える。すなわち、遊牧か農耕かを問わ
ず、人々の社会生活の実態現場では、遊牧生活と農耕生活とは相互に関連をもつものであり、両世界
が敵対関係にあるという前提をもって歴史観を形成してよいかどうかの問題提起を示す結果となった。 
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III－第4章 新疆ウイグル自治区における遊牧民「定住化」のプロセス――アルタイ市アラハク郷
のインタビューから―― 
 本章では、2005年、新疆ウイグル自治区において政策として実施されていた遊牧民の定住化の現場
を訪れ、1週間の聞き取り調査と現場観察において得られた事実を報告・記録する。山岳草原の夏牧場
と、はるか200㎞以上離れた平原丘陵の麓とを年間往来するカザフ遊牧民集団に対して、日本のODN
支援（JICA）の提案によって、春・秋の地点あたりに設けられつつあった定住キャンプ（灌漑水路・
農地・家屋・畜舎を含む）の調査にもとづく。遊牧民は世代・ジェンダーによって定住政策への評価と
対応が異なり、同民族の現場指導幹部は行政と牧民の間に入って、牧民にとってより望ましい経済態
勢構築を模索しており、定住化政策の現場には多くの課題が横たわっていることが判明した。 
III－第 5 章 ニヤにおけるオアシス農民の生活――ニヤ郷チムリクオスタン村における聞き取り
調査をもとに―― 
 本章は、新疆ウイグル自治区の中で、最も人口が少なく耕地面積も最少規模に近いオアシスの一つ
である、ニヤ（民豊）における2000年の農村観察調査の報告である。このオアシスの規模からいって、
タクラマカン砂漠周縁のウイグル人オアシス農村の典型的な存在形態を把握することが可能であり、
その農村内部での聞き取り情報は、現代オアシス農村のミクロな標準を示していると考えられる。そ
れは歴史的な自然村の成り立ち（バザールを含む）を背景としつつ、現代的な農村経済再建の必要性
を感じさせると同時に、イスラームの伝統社会としての自律性に関しては訪問・聞き取り調査も許可
されなかった点を付言しておかなければならない。なお、元の原稿は、同行調査者であった鈴木健太
郎氏との共著であったが、ここに氏の了解を得て、掲載する。 
III－第 6 章 オアシス都市とバザールの機能に関する序論――最近のホタン(Khotan)を中心とし
て―― 
 第 5章につづいて、現代の定住ウイグル人社会の実態を考察する。本章では、農村ではなく、伝統
あるウイグル人都市ホタンをとりあつかう。その実地調査時点では、この都市の規模はそれほど大き
くなく、周辺の農村と密接な関係のもとで成立していた。そのため、都市と農村、ひいてはさらに周
縁の山岳、一部草原地帯との関係性について考察するのに格好の対象であった。そうした都市と周辺
とを結びつける機能を果たしているのがバザールである、との研究立脚点から、ホタンの街区の観察・
記録とともに、この大バザールをめぐるホタン-オアシスと周辺農村の人々や商品の動きに注目しなが
ら、イスラーム都市としての特色を描写した。 
III－第6章 補論 オアシスのバザール――中国・西部大開発前夜のニヤとホタン―― 
 本補論は、オアシス農村・都市に不可欠の構成要素であるバザールについて論じるものである。内
容として、第 5章でみたニヤ・オアシスのバザール部分を報告し、それがオアシスにとって不可欠の
要素であることにかわりはないが、オアシス外部で展開される現代的経済建設の影響がおよびつつあ
ることを指摘した。また第6章のホタン・バザールのその後の状況と比較検討してみることによって、
2000年以降の新疆ウイグル自治区のオアシスの状態を考察した。すなわち、都市建設が急速に進むな
かで伝統的な都市生活は改変を迫られている反面で、バザールの域内ネットワークは都市部、農村部
それぞれに機能していることも観察された。しかし都市部の大バザールにおける商品は、10年間で大
きく様変わりしつつあり、中国の「西部大開発」によってオアシス都市農村の外部、中国内地からの
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影響の流入がみられ、地元の民族社会生活の自立性は大きな曲がり角にさしかかっていることが指摘
される。なお、第 5章とは逆に、鈴木健太郎氏が中心の筆をとり、梅村はそれをサポートする体制の
もとで執筆したものだが、鈴木氏の了解をえて、ここに修正・収録する。 
III－第7章 現代カシュガルのウイグル人鍛冶職人生活――歴史的考察への予備作業―― 
 オアシス農村と、それに囲まれた都市とは、バザールによって有機的な関連をもっていることはす
でに第 6章とその補論で明らかにしてきたところである。本章では、その都市を当該オアシス地域の
核として見たとき、人的関係を含めて、どのような都市展開がなされたのか、カシュガル市街の現代
史を振り返りながら考察する。現在、中国政府の統治政策が新疆に次第に強力に展開される中で、資
本や商品、それにまつわる人口の流入がある。しかしそれとはやや別の事実として、いまだに都市バ
ザールのネットワークは、地元の社会・文化の基層的な伝統として生き続けている。その都市バザー
ルのなかで、おそらく数百年来、変わることなく自給自足されてきた鉄製品（都市生活用品・農具な
ど）と鍛冶職人はいまだ健在である。その鍛冶職人のネットワークと、1949年前後以降の都市職人街
の変遷を調査することにより、この伝統的な都市要素の変遷と現状を指摘し、今後の研究の基盤を設
定した。 
III－第8章 現代ウイグル文化の歩む道――中華の波の中にある言語―― 
 前章までに、新疆ウイグル自治区の遊牧民の世界、つづいてオアシス農村・都市の世界を、それぞ
れ有機的なつながりがあるものとして、その実態を考察してきた。民族としては、モンゴル、カザフ、
ウイグルが中心であった。本章では、漢語とならんで自治区全体の公用語であるウイグル語をめぐっ
て、その文化がどのような状況に陥っているのかについてあらためて考察し、現代にくらすウイグル
の人々の生活実感について考えたい。 
 その実感とは、端的にいえば民族言語としてのウイグル語の社会的存立可能性が阻害されないか、
というウイグル人自身のかかえる不安と、それに伴ってウイグル都市・農村における社会経済文化的
な自立性が保持できるだろうか、という不安を内包している。それ自体深刻な問題ではあるが、観察
者としての発言が許されるならば、漢語という異文化の圧迫により、かえってウイグルの一体感が生
まれる契機というものの可能性を指摘しておきたい。 
III－第9章 中国イスラームの現在と過去 
現代の新疆ウイグル自治区の基層文化の大きな要素がイスラームであることは、いうまでもない。
第 5章以降の、オアシス都市・農村をめぐる議論のなかで触れてきた中国のイスラームについて別途
とりあげて考察していく必要がある。本章では、現代中国におけるイスラームについて、中国国家を
めぐる地政学的な観点を交えながら、現状と歴史的な背景を二つの系統、すなわちアラブ・ペルシア・
トルコ系の流れとしての新疆を中心とするイスラームと、中国明代ころから独自の潮流を築いた漢語
系のイスラーム（回族系）とが存在することについて常識的に述べ、それらが政府管理のもとにおか
れている点を総括的に指摘する。 
III－第10章 中国西北地区・新疆の旅から――イスラームを中心に―― 
 前章までに言及した中国イスラームの社会に関して、多くの側面から日常のムスリムたちの思考、
慣習を把握するために、ここではあえてエッセイ風に、新疆ウイグル自治区とその東につらなって中
国中原の世界に連続していく甘粛や青海地域のムスリムの生活と、またイスラームの風土について触
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れて考えをめぐらしておきたい。あくまでも1997年段階における報告である。 
第 III部 小括 
文献学、文献史学のみでは解明しきれない課題を追及した結果はおおよそ次のようにまとめられる。
遊牧ないし牧畜生産は近現代文明社会において必要とされるが、社会としては従属的な地位に置かれ
ている。すなわち現代国家による管理のもとで定住が促され、遊牧民自身も歴史的過去から脱しよう
とする志向性を胚胎させる一方で伝統への固執もみられる。そうした変革を遊牧社会に迫る現代文明
の一翼を担うオアシス農村と都市は、その本来もつ機能（バザール等の人・物・文化の結節点とネッ
トワーク）とともにイスラーム社会としての伝統文化を色濃く残しているが、近年の動向をみれば、
遊牧社会と同様、やはり圧倒的な中華文明、中国国家ひいてはグローバル経済・政治の論理に呑み込
まれつつある。そうした現状であるが、遊牧形態の把握、オアシス都市・農村関係の掌握といった、ミ
クロな社会事象は、資料がそれほど多く残されない遊牧および都市・農村の歴史的実相の究明に、大
きなヒントを提供するものである。 
 
結 
 本論第 I部から第 III部にわたって論をすすめてきた、その主要な論点について、すなわち主にテュ
ルク（トルコ）系の人々によって形成された、中央ユーラシアの遊牧世界と農耕都市世界の全体像、
そしてウイグルの定住化の意味について、人と文化の交流という観点から、包括的にとりまとめて最
後の考察を加える。 
まず「人と文化の交流」という側面から、中央ユーラシア史の要点、遊牧世界と農耕都市世界の対
峙についてあらためて振り返り、そこに移動の観点を加えつつ突厥時代、そして遊牧ウイグル時代と
定住ウイグル時代とを総括する。そうしてみると、ウイグルが、中央ユーラシアのあらゆる方面から
受け入れた文化（諸言語・諸宗教・諸文字）を活用しながら、独自のリテラシー能力によってトゥルフ
ァン盆地を中心に成熟させた定住社会は、まさしく歴史の結節期を形成したということができる。か
れらはやがてイスラームを受け入れていくわけだが、そうした定住ウイグル社会が、現代の中国新疆
ウイグル自治区に至る歴史のはじまりを画期したのでもあり、現在の状況から中世期に遡る遊牧、農
耕都市、そしてイスラーム社会の基盤の考察に欠かせない知見を得ることができるのである。 
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